
 

 

流動層造粒乾燥機導入により以下の課題を解決

する。 

①乾燥･造粒工程の短縮化(製品製造サイクルの短

縮化)   

②打錠用顆粒の製造（錠剤製造における生産品質・

生産技術の高度化）⇒＜表２＞流動層造粒乾燥機で

の打錠用顆粒の製造による品質向上 

 

 

製造工程が造粒から乾燥までの一貫生産が可能

となり、20時間超短縮できたことから、日産50万

錠から200万錠程度まで増産体制を築くことがで

きた。 

また、打錠用顆粒の製造においては、粒度分布の

偏在をなくすことができ、打錠性向上と品質向上が

確認され、今後歩留まりのさらなる向上が期待で 

 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
    

＜表１＞目標値及び実績値（乾燥・造粒工程の効率化） 

項 目 棚式乾燥（設備導入前） 本事業の目標値 実 績 値 

１バッチ量 80 ㎏  80 ㎏  80 ㎏  

１バッチ乾燥時間 6 時間～20 時間  1 時間  0.5 時間  

乾燥方式 棚式乾燥  流動式乾燥  流動式乾燥  

1 日生産量 
80 ㎏  400 ㎏  400 ㎏  

50 万錠程度  ⇒250 万錠程度  ⇒250 万錠程度  

造粒工程 
2 時間  1 時間  1 時間  

別途、撹拌造粒機で製造 流動層造粒機兼用  流動層造粒機兼用  

  ＜表２＞流動層造粒乾燥機での打錠用顆粒の製造による品質向上 

項 目 
撹拌式造粒 

（設備導入前） 
流動層造粒乾燥機 

(本事業後) 
導 入 効 果 

粒度分布 
広い 
（×） 

狭い 
（○） 

流動層造粒により粒子の大きさの偏差を抑え、打錠性の向上によりスティ
ッキング（錠剤の欠け等）を防止する。 

硬度 
固い 
（×） 

柔らかい 
（○） 

流動層造粒により多孔質な粒子が作製され柔らかな顆粒が製造でき、打
錠性が向上する。錠剤としては硬度の高い割れにくい錠剤が生産できる。 

流動性 
低い 
（×） 

高い 
（○） 

顆粒の粒形が丸くなり流動性が向上することから打錠性は向上する。錠剤
としては欠けにくい錠剤となる。 

溶解性（※） 
低い 
（×） 

高い 
（○） 

多孔質な粒子を作れること、添加剤をスプレー噴射できることから、口腔崩
壊錠（水なしで飲める薬）への展開が可能となる。 

 ※溶解性 ⇒ 水に対してどの程度のスピードでどの濃度まで溶解するか。 

医療用医薬品の錠剤の生産受託を強化するにあたり、錠剤の基となる打錠用顆粒の製造に高速型流動層造粒機を

活用し、造粒・乾燥工程の効率化（生産量を５倍化する）を図り、製剤技術の高度化（従来より圧縮成形性の良い

顆粒を生成する）により、医療用医薬品に対応した製造体制の確立を図る。 

 

 

同社は大正8年創業の医薬品メーカーで、現在、

ＯＴＣ医薬品（ドラッグストア・薬局などで販売さ

れている一般用医薬品）が８割、医療用医薬品が２

割となっている。ＯＴＣ医薬品は医療用医薬品と比

較して売上変動リスクが高い。 

そこで、安定した受注が見込める医療用医薬品分

野へ重点を置くことで、製造面において受注の平準

化と長期安定生産を図る方針へ転換しようとして

いる。 

そのためには、同社の固形剤製造における打錠用

顆粒の乾燥工程の生産性向上を図る必要があった。 

 

 

固形剤製造における最大の課題は、打錠用顆粒の

乾燥工程であり、具体的取組目標は、＜表1＞本事

業の目標値のとおりである。 

流動層造粒乾燥機を活用した錠剤の 

生産量５倍化プロジェクト 
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きる。 

このことで、大手製薬会社との製品化への共同開

発実現に向け、一歩も二歩も前進した。 

達成要因は、①小型ラボによる事前研究により少

量を試作することで様々なノウハウを修得したこ

と、②導入した機械について経験のある人材の確保

と円滑な新人養成ができたこと、③同社が従前から

保有している技術力、経験が生かされたことによ

る。 

本事業の成果を活用して、主力取引先の大手製薬

メーカーからの医療用糖衣錠医薬品の製造受託増

加に加え、新規取引先の大手からの漢方薬、既存取

引先及び新規のジェネリックメーカー等から製造

受託増加を計画している。 

 

 

本事業による錠剤の製造体制の構築により次の

点で優位性を確立することができる。 

1．乾燥・造粒工程の短縮化 

現状と比較して生産規模を5倍化にすることが

でき、生産キャパシティの大幅拡大及び生産効率の

向上が可能となる。本事業により自社の糖衣技術を

切り口として、従来対応できなかった錠剤の医療用

医薬品製造受託が可能となる。 

 

 

2．打錠用顆粒の製造 

品質面において、打錠性や崩壊性の向上により歩

留りの向上、品質リスクの軽減を図ることが可能と

なる。 

3．エネルギー使用量の削減 

本事業によりエネルギー使用量が68％削減さ

れ、環境に配慮した生産体制を構築することができ

る。 

 

 

医療用医薬品とＯＴＣ医薬品の生産比率を「医療

用 ２:ＯＴＣ ８」から「医療用 4:ＯＴＣ 6」

を目指す。 

また、「糖衣錠」を切り口として固形剤（錠剤）

による医療用医薬品の生産受託を大幅強化し、伸長

市場であるジェネリック医薬品の製造受託を強化

して売上の安定化を図るとともに、大手との製剤技

術による共同開発を推進していく計画である。 

同社の製剤技術により、今まで錠剤化が難しかっ

た生薬などの医薬品を製品化することができる。こ

の技術は大手にはないもので、同社の役割は大き

い。同社の医薬品の生産技術は、大手製薬メーカー

にとって必要であり、共同開発、製品化連携は今後

大いに進むことになる。 
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